歴史地震研究会2018年度　第1回幹事会議事録
日時：2018年8月7日（火）17：30～19：30
場所：地震予知総合研究振興会会議室
出席者：松浦律子（会長）、堀川晴央（副会長）、林能成、内田篤貴、松崎伸一、石辺岳男（以上、幹事）、植竹富一（以上、監査役）
1. 入退会者の承認
6月12日メール審議により4名（山田昌樹氏、榎原雅治氏、山田隆二氏、上椙英之氏）からの入会届けと1名（白石健一氏）の退会届けがあり、それを認めた旨の報告があった。また6月13日以降に1名（高山正久氏）の入会届け、2名（高橋智幸氏、新井健司氏）の退会届けが提出されたとの報告があり承認した。その結果、現在の会員数は309名となった。
2.  2018年大会の準備および参加申し込み状況について
· 301、302、303会議室を確保し、7/9にホール利用計画書を提出済み。
· プロジェクターはレンタル、スクリーンは備え付けを使用、マイクは3本確保済み。
· 会場設営は22日9時から行事委員で準備し、ポスターパネルも含めて設営を終える。
· 公開講演会の講師手配。当日の司会は松崎行事幹事、開会挨拶は松浦会長、閉会挨拶は堀川副会長。
· 公開講演会は「歴史と自然を学ぶ会」との共催として、講演会の動画撮影を行う。動画撮影については講師の許可を取得済み。
· 講演会会場の定員は168人となっており、これを厳守する。
· 研究会の発表は口頭40件、ポスター18件となった。ポスターは2日間貼りっぱなし。
· 大会参加費は会員2,000円（「学ぶ会」会員も同額）、非会員4,000円。

· 予稿集の印刷部数は120部とする。

· 懇親会（2日目に開催）は会費5,000円（学生割引2,500円）とする。7/31時点で55人申込み。
· 懇親会の役割分担は次の通りとする。司会進行：松崎行事幹事、乾杯：宇佐美先生、閉会挨拶：松浦会長。2019年大会の幹事である馬場氏が不在のため松浦会長が次年度の案内をする。
· 巡検は8:30大分駅出発。柞原八幡宮、関神社、奈多宮などを見学。15:30大分空港、16:10 JR杵築駅、17:20大分駅で解散予定。
· 大型バス（45人乗り）を予約済み。参加申込者は案内者を含めて8/6時点で42人。

· 食事は佐賀関の「関あじ関さば館」を手配済み。関の海鮮丼を全員分予約。参加者の中に生魚がダメな人がいるかを確認して対応する。

· 巡検案内資料はほぼ完成。

3.  2018年功績賞について
前回幹事会以降にメール審議で決定した文案で賞状を制作中。完成したものは総務幹事が大会会場へ持ち込む。
4.  2018年総会の準備状況について
· 2017年度の決算案が報告・了承された。9月24日の総会で原案通りに会員に報告する。

· 2017年度つくば大会決算案について決算案が了承され、総会で原案通りに会員に報告する。
· 2018年度の予算案が提示され了承された。総会で会員に提案する
· 2017年度の入退会者は入会者9名、退会者8名であった。その結果、2018年8月1日時点の会員数は310名となった旨を総会で報告する。
· 総会資料の原案が総務幹事から示された。会計関係の資料をPDF化して追加して総会資料をお盆明けまでに完成させる。
· 8月22日前後に会のホームページで総会資料のPDFファイルを公開するとともに、専用メールアドレスで委任状の受け付けをはじめる。
· 委任状は9月5日前後に締め切り、次の幹事会でとりまとめを行い、総会で委任状による賛否分を合算するための準備を行う。
5. 「歴史地震」の編集について
· 歴史地震33号を7月末に発行・送付済み。
· カラーページ代の請求は財政幹事が行う。
· 中学生による資料区分のページ超過については、歴史地震学の教育普及的立場からページ超過分の請求を行わない。
· 歴史地震34号には論説4編が寄稿され、査読等の作業を進めている。
· PDF組版の外注については費用対効果などを次期編集委員会で検討し、解決策を模索する。
6.  ホームページの更新等について
· さくらインターネット・スタンダードプランでサーバをレンタル、会の独自ドメインhisteq.jpを取得して、静岡大学サーバから移転した。
· 会員向けお知らせメーリングリストを作成した。
· 幹事会メーリングリストを作成した。
· ホームページの更新、メーリングリストのメンバー追加を行い、迅速な情報の提供に努めた。
7.  2019年大会について
9/21（土）〜9/23（月）、会場は徳島市徳島大学地域連携プラザとして総会に提案することに決定。
8.  次期幹事候補などについて
　  任期が長くなっている幹事について、次期候補者を検討し、担当者が打診することを決定した。
9.  その他

　  次回幹事会の日程
2018年9月10、12、13日のいずれかで開催する。
